
地域支え合い活動入門講座

高齢者を取り巻く状況と

地域の支え合い活動の推進
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京都市地域支え合い活動創出事業

南区地域支え合い活動創出コーディネーター



京都市の高齢者を取り巻く状況

○６５歳以上人口

３９６,２８９人（令和２年４月現在）

⇒平成12年10月比で約１.６倍

○要支援・要介護認定者数

９０,１５２人（令和２年４月現在）

⇒平成12年10月比で約２.８倍
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京都市の総人口および高齢化率の推移と今後の推計
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資料：国勢調査（2015年まで）

国立社会保障・人口研究所「日本の地域別将来推計人口（2013年３月）」（2020年以降）
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○ 高齢化率が３０％を超える
○ 後期高齢者の割合が上昇し，市民の５人に１人が後
期高齢者となる

平成３７（2025）年の高齢者の姿

資料：国勢調査（2015年まで）
国立社会保障・人口研究所「日本の地域別将来推計人口（2013年３月）」（2020年以降）



認知症高齢者が増加し，約９３，０００人となる
(人)

※ 「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究（2014年度厚生労働省科学特別研究事業）」

※
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京都市におけるひとり暮らし高齢者世帯数の推移

2015年 2025年
増加数
（増加率）

京都市 ８万６千世帯 １１万１千世帯
２万５千世帯
（ ）

全 国 ５９２万７千世帯 ７００万７千世帯
１０８万世帯
（１８．２％）

資料：京都市：2015年は国勢調査，2025年は国勢調査を基に京都市保健福祉局介護ケア推進課において推計
全 国：2015年は国勢調査，

2025年は国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）（2014年４月）」
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医療

●かかりつけ医
●かかりつけ歯科医
●かかりつけ薬剤師
●訪問看護ステーション看護師 等

介護

●介護保険サービス
（居宅介護支援事業所（ケアマネ
ジャー），訪問介護，通所介護，
地域密着型介護老人福祉施設，認
知症高齢者グループホーム，小規
模多機能型居宅介護，定期巡回・
随時対応型訪問介護看護 等）

予防

●地域介護予防推進センター
●健康すこやか学級
●老人福祉センター 等

住まい

●サービス付き高齢者向け住宅
●高齢者すまい・生活支援事業
●住宅改修支援 等

高齢サポート
（地域包括支援センター）
地域ケア会議を軸とする

地域包括ケアシステムの構築

住み慣れた地域での
生活を実現！！

在宅医療・介護連携の推進
（在宅医療・介護連携支援
センター 等）

総合的な健康寿
命延伸の取組の
推進

高齢者のニーズ
に応じた住まい
の安定的供給

【学区域】

生活支援サービスの充実・
強化
（地域支え合い活動創出
コーディネーター，地域支
え合い活動調整会議 等）

医療・介護連携の推進

【住み慣れた地域（日常生活圏域）】

生活支援サービス

●見守り，配食等の生活支援
●成年後見制度（市民後見人
等），権利擁護 等

認知症施策の推進
（認知症初期集中支援
チーム 等）
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地域の多様な担い手（民生委
員・児童委員，老人福祉員，
すこやかクラブ京都，学区社
協，学生，ボランティア等）
による見守りや身近な居場所
づくり等の推進

京都市版地域包括ケアシステムのイメージ



地域住民の参加

高齢者の社会参加生活支援・介護予防サービス

生活支援の担い手
としての社会参加

○現役時代の能力を活かした活動
○興味関心がある活動
○新たにチャレンジする活動

・一般就労、起業
・趣味活動
・健康づくり活動、地域活動
・介護、福祉以外の
ボランティア活動 等

○ニーズに合った多様なサービス種別

○住民主体、NPO、民間企業等多様な
主体によるサービス提供

・地域サロンの開催
・見守り、安否確認
・外出支援
・買い物、調理、掃除などの家事支援
・介護者支援 等

バックアップ

バックアップ

都道府県等による後方支援体制の充実

市町村を核とした支援体制の充実・強化

○ 単身世帯等が増加し、支援を必要とする軽度の高齢者が増加する中、生活支援の必要性が増加。ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、
協同組合等の多様な主体が生活支援・介護予防サービスを提供することが必要。

○ 高齢者の介護予防が求められているが、社会参加・社会的役割を持つことが生きがいや介護予防につながる。
○ 多様な生活支援・介護予防サービスが利用できるような地域づくりを市町村が支援することについて、制度的な位置づけ
の強化を図る。具体的には、生活支援・介護予防サービスの充実に向けて、ボランティア等の生活支援の担い手の養成・
発掘等の地域資源の開発やそのネットワーク化などを行う「生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」の配置な
どについて、介護保険法の地域支援事業に位置づける。

生活支援・介護予防サービスの充実と高齢者の社会参加
国資料
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＜平成28年度すこやかアンケート結果より＞
（問）今，日常生活の中で不自由と感じていることはどんなことですか？

＜複数回答：○は１つ＞
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無回答

その他

自分を介助する家族などの負担が大きいこと

契約や財産管理の手続きをすること

高齢者どうし，また，若者や子供との交流が行えるような居場所がないこと

近くに話し相手がいないこと

病院に通院すること

身体機能の維持・向上のための運動教室を受ける場がないこと

衣服の着脱・食事・入浴に関すること

外出時の移動が負担であること

掃除・ごみ出し・洗濯などの家事をすること

段差や間取り，大使など住まいの建物構造に関すること

食事の準備・後片付けをすること

買い物したり，荷物を持ち運ぶこと

住宅の軽微な修繕に関すること

電球の交換，部屋の模様替え，庭木の手入れ等をすること

生活する上での
ちょっとした困りごと

外出に関する困りごと

交流の場がないこと
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＜平成28年度すこやかアンケート結果より＞

（問）あなたは，昨年と比べて外出の回数が減っていますか？
＜○は１つ＞
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＜平成28年度すこやかアンケート結果より＞

（問）地域住民の有志によって，健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って，いきいきした
地域づくりを進めるとしたら，あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思いますか。
＜○は１つ＞



○目的

一人暮らしの高齢者や支援を必要とされる軽度の高齢者が増加する中，多様な生活支
援を必要とされる高齢者が住み慣れた地域で暮らしを継続できるよう，生活支援・介護予
防サービスを担う多様な主体と連携しながら，多様な日常生活上の支援体制の充実・強
化及び高齢者の社会参加の推進を一体的に図ること

○京都市地域支え合い活動創出事業

この目的のために…

○平成２８年５月から各区社会福祉協議会に「地域支え合い活動創出コー
ディネーター」を配置。

〇統括者として京都市社会福祉協議会に「統括地域支え合い活動創出
コーディネーター」を１名配置。

〇平成２９年３月から「地域支え合い活動創出調整会議（協議体）」を各
区・支所単位で設置

〇平成３０年４月、伏見区においてコーディネーター１名を増員

12



13

地域の支え合い活動とは？

身近な地域で、困ったとき「助けてもらった
り」，「助けたり」できる関係をつくることが，

「地域の支え合い活動」です。

困った時に
頼る人が
いない…

お部屋の掃除や，
ごみ捨てが大変…

買い物に出るのも大変，
出かける場所がない…

困った時は，
助け合える
人間関係

ちょっとした相談事ができる場や
地域との交流

お互いに,
困ったときは
地域でつながり，
支え合う

地域にはちょっとした困りごとを抱え
ている人がたくさんいます。
その困りごともさまざまです。

ちょっとした困りごとも
積み重なると，生活することが大変。



地域での支え合いを広める
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みんなで協力し合いながら活動をひろげる！
（地域住民，各種団体，ボランティアやNPO，民間企業等）

地域の「困った，助けてほしい！」，「○○は得意！
お手伝いしますよ！」というお互いの思いをつなぐこ
とで支え合いの和を広める！
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「京都市地域支え合い活動創出事業」
支え合い活動の推進役として、
地域支え合い活動創出コーディネーターが活動！

地域ニーズと資源の見える化、
問題提起

関係者のネットワーク化

生活支援の担い手の養成や
サービスの開発

目指す地域の姿の共有意識の統一

地域での支え合いの
仕組みづくりに
取り組みます！

・地域ケア会議等への出席
・地域課題、資源、ニーズの把握
・情報提供できる資料の作成
（体操・脳トレ・居場所マップ）

・地域支え合い活動「連絡会議」
「実務者会議」の開催
・関連事業への参画

・情報交換会の開催

・南区地域支え合い活動
入門講座の実施
・サービス創出のモデル実施

南区地域支え合い活動
創出コーディネーター

多様な主体への協力依頼等の働きかけ


